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(57)【要約】
　自動性メカニズム、このメカニズムを組み込むスライ
ド及びスライドを自己移動させるための方法が提供され
る。自動性メカニズムを組み込むスライドは自動性スラ
イドであり、第二のスライド部材にスライド可能に結合
される第一のスライド部材を含む。自動性メカニズムは
第二のスライド部材に結合される。第一の長手部分と第
二の横の部分とを有する溝が前記メカニズムのハウジン
グに形成される。アクチュエータを有するスライダが前
記溝内を案内されて前記ハウジングに沿ってスライドし
、前記第二のスライド部材に対して前記第一のスライド
部材を動かすために、前記第一のスライド部材に結合す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝と、少なくとも円筒形状の部位をもつ部分を有する内面と、を含むハウジングと、
　　少なくとも大部分が円筒形状の部位を含む外面を有する本体と、前記本体から伸びる
突起と、を有するスライダであって、前記突起は前記溝を貫いており、前記スライダ本体
の円筒形状の部位は前記ハウジングの内面の円筒形状の部位に沿ってスライドし、前記ス
ライダの突起は第一のスライド部材を動かすために第一のスライド部材に結合する、スラ
イダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
を含む、自動性スライド。
【請求項２】
　さらに、前記スライダを動かすために、前記スライダ及び前記ハウジングに結合される
バネを含む、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項３】
　該自動性スライドにおいて、前記溝が第一の部分及び第二の部分を含み、前記第二の部
分は前記第一の部分より幅広であり、第一の部分に近接する第二の部分に段付き部が形成
される、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項４】
　該自動性スライドにおいて、前記スライダが前記ハウジングに対して回転し、スライダ
の突起が溝の第二の部分にあるとき該突起が段付き部を越えてスライドする、請求項３に
記載の自動性スライド。
【請求項５】
　さらに、前記スライダに結合されるバネを含み、該自動性スライドにおいて、スライダ
の突起が段付き部を越えるとき、前記バネが前記突起を前記段付き部に促す力を発生させ
る、請求項３に記載の自動性スライド。
【請求項６】
　さらに、スライダを動かすために、スライダ及びハウジングに結合されたバネを含み、
該自動性スライドにおいて、前記バネは、前記バネの第一の端部に隣接した第一のネック
部分を含み、前記第一のネック部分の直径は前記バネの第一の端部の直径よりも小さく、
前記ハウジングは前記ハウジングの第一の端部にノッチを含み、前記バネの第一の端部の
直径は前記ノッチの幅よりも大きく、前記第一のネック部分は前記ノッチ内に固定される
、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項７】
　該自動性スライドにおいて、前記バネは、前記バネの第一の端部に対向する第二の端部
に隣接した、第二のネック部分を含み、前記第二の端部は前記本体に結合し、前記第二の
ネック部分は、前記ハウジングの内面から伸びる壁に形成される第二のノッチ内に固定さ
れる、請求項６に記載の自動性スライド。
【請求項８】
　該自動性スライドにおいて、前記バネは前記スライダを前記壁の方向に促す力を発生す
る、請求項７に記載の自動性スライド。
【請求項９】
　該自動性スライドにおいて、前記第二の端部は前記スライダ本体に形成された溝内に固
定され、前記スライダ本体に形成された前記溝は、前記バネの前記第二の部分に対応する
幅広の部分と、前記第二のネック部分に対応する前期幅広の部分から伸びる幅狭の部分と
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を含み、前記スライダ本体に形成された前記溝は、前記バネの前記第二の端部を前記本体
に対して軸方向に保持する、請求項８に記載の自動性スライド。
【請求項１０】
　さらに、前記第一のスライド部材から伸びるセッタを含み、該自動性スライドにおいて
、前記スライダの突起は、前記第一のスライド部材を前記第二のスライド部材に対して動
かすために、前記第一のスライド部材に結合するための前記セッタに係合する、請求項５
に記載の自動性スライド。
【請求項１１】
　該自動性スライドにおいて、前記セッタは前記第一のスライド部材とは分離されており
、かつ、該自動性スライドにおいて、前記セッタは前記第一のスライド部材と結合されて
いる、請求項１０に記載の自動性スライド。
【請求項１２】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングは大部分が円筒形状の部位を有する外面を
含み、前記ハウジングの溝は前記外面の円筒形状の部位を通して形成されており、前記セ
ッタは大部分が円筒形状の部位を有する面を含み、前記セッタの円筒形状の部位の面は、
大部分が円筒形状の部位を有する前記ハウジングの外面を越えてスライドする、請求項１
０に記載の自動性スライド。
【請求項１３】
　さらに、前記セッタと係合するための前記スライダの突起を受け入れるために前記セッ
タを通して形成される溝を含む、請求項１２に記載の自動性スライド。
【請求項１４】
　該自動性スライドにおいて、前期スライダの突起は、前記ハウジングの溝の前記第一の
部分内の第一の位置と、前記ハウジングの溝の前記第二の部分内の第二の位置との間をス
ライドし、前記セッタの溝は、第１及び第二のセッタの縁の間に形成され、前記第一のス
ライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸ばされるとき、前記セッタは前記バネに
よって発生した力に対抗して、前記スライダの突起を前記第二の位置にスライドさせ、前
記セッタの前記第一の縁は、前記スライダの突起を前記溝の段付き部を越えて回転させ、
前記バネの力により前記突起は前記溝の段付部に係合する、請求項１３に記載の自動性ス
ライド。
【請求項１５】
　該自動性スライドにおいて、前記第一のスライド部材を前記第二のスライド部材に対し
て縮めるとき、前期セッタの前記第二の縁は、前記スライダの突起に係合し、前記スライ
ダをある位置に回転させ、該位置において、前記バネの力が前記スライダを、前記ハウジ
ングの溝の前記第一の部分に沿って前記第一の位置にスライドさせ、前記第一の位置にス
ライドするとき、前記突起が前記セッタに前記第一のスライド部材を動かすための力を加
える、請求項１４に記載の自動性スライド。
【請求項１６】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングはプラスチックで形成される、請求項１５
に記載の自動性スライド。
【請求項１７】
　さらに、前記ハウジングの溝の第二の部分に対向する第一の部分の端部に隣接する、前
記ハウジングを通して形成される切り欠きを含み、該切り欠きに隣接した部分のハウジン
グの可撓性を増加させる、請求項１６に記載の自動性スライド。
【請求項１８】
　該自動性スライドにおいて、前記スライド部材の突起が前記セッタから外されて、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して縮められたとき、前記スライダの
突起を前記セッタに再び係合させるために、前記セッタは、前記スライダを回転させ、前
記スライダの突起を前記切り欠きに隣接したハウジングの前記部分に係合させて曲げる、
請求項１７に記載の自動性スライド。
【請求項１９】
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　該自動性スライドにおいて、少なくとも前記セッタの一部は圧縮性を有する、請求項１
０に記載の自動性スライド。
【請求項２０】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングは傾斜した上面を含み、ランスタブは、前
記ハウジングを前記第二のスライド部材に保持するために、前記第二のスライド部材から
伸び、前記傾斜した上面に係合する、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項２１】
　さらに、前記第一のスライド部材から伸びるセッタを含み、該自動性スライドにおいて
、前記第一のスライド部材に結合して、前記第一のスライド部材を前記第二のスライド部
材に対して動かすために、前記スライダの突起が前記セッタに係合する、請求項１に記載
の自動性スライド。
【請求項２２】
　該自動性スライドにおいて、前記本体は窪みと、該窪みの中に潤滑剤とを含む、請求項
１に記載の自動性スライド。
【請求項２３】
　該自動性スライドにおいて、前記本体は自己潤滑性を有する、請求項１に記載の自動性
スライド。
【請求項２４】
　該自動性スライドにおいて、前記自動性スライドはアンダーマウントスライドである、
請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項２５】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝と、少なくとも円筒形状の部位をもつ部分を有する内面と、を含むハウジングと、
　　少なくとも大部分が円筒形状の部位を含む外面を有する本体と、前記本体から伸びる
突起と、を有するスライダであって、前記突起は前記溝を貫いており、前記スライダ本体
の円筒形状の部位は前記ハウジングの内面の円筒形状の部位に沿ってスライドし、前記溝
は第一の部分と第二の部分とを含み、前記第二の部分は前記第一の部分よりも幅広であり
、前記第一の部分に近接する前記第二の部分により段付き部が形成される、スライダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
　前記スライド部材から伸びたセッタであり、前記スライダの突起は、前記第二のスライ
ド部材に対して前記第一のスライド部材を動かすためのセッタに係合し、前記スライダの
突起は、前記ハウジングの溝の前記第一の部分内の第一の位置と、前記ハウジングの溝の
前記第二の部分内の第二の位置との間をスライドし、セッタの溝は前記セッタの第１及び
第二の縁の間に形成され、前記第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸
ばされるとき、前記バネが発生させる力に対抗して、前記セッタは前記スライダの突起を
前記第二の位置にスライドさせ、前記セッタの前記第一の縁は、前記スライダの突起を前
記溝の段付き部を越えて回転させ、前記バネの力により前記突起は前記溝の段付き部と係
合し、前記第二のスライド部材に対して前記第一のスライド部材が縮められるとき、前記
セッタの前記第二の縁は前記スライダの突起に係合し、前記スライダをある位置に回転さ
せ、該位置において前記バネの力により、前記スライダが前記ハウジングの溝の第一の部
分に沿って前記第一の位置にスライドし、前記第一の位置にスライドするとき、前記突起
は前記第一のスライド部材を動かすために前記セッタに力を加える、セッタと、
を含む、自動性スライド。
【請求項２６】
　該自動性スライドにおいて、前記セッタは前記第一のスライド部材と分離し、かつ、結
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合する、請求項２５に記載の自動性スライド。
【請求項２７】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングはプラスチックで形成される、請求項２５
に記載の自動性スライド。
【請求項２８】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第一のスライド部材から伸び、かつ、圧縮性を有する部分を含むセッタと、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝を含むハウジングと、
　　本体と、前記本体から伸びる突起とを有するスライダであって、前記突起は前記溝を
貫いており、前記スライダの突起は第一のスライド部材を動かすために上記セッタに結合
する、スライダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
を含む、自動性スライド。
【請求項２９】
　該自動性スライドにおいて、前記スライダは、前記第一のスライド部材を動かすために
、第一の位置から第二の位置へ動き、前記スライダが第二の位置にあるとき、前記第一の
スライド部材が、前記第二のスライド部材に対して伸ばされた位置から縮められると、
前記突起は前記セッタの圧縮性を有する部分を圧縮する、請求項２８に記載の自動性スラ
イド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は自動性スライド、スライド用の自動性メカニズム、及びスライドを自己移動さ
せるための方法に関するものである。一般的に、引き出しはスライドを用いて収納棚に連
結される。これらのスライドは通常２部材か３部材からできている。２部材からなるスラ
イドは、静止部材と伸縮部材を含んでいる。伸縮部材は静止部材にスライド可能に連結さ
れ、静止部材に対して入れ子式にはまり込むことができる。３部材からなるスライドは、
３つの部材、すなわち、静止部材、中間部材、及び伸縮部材を含んでいる。中間部材は静
止部材にスライド可能に連結され、伸縮部材は中間部材にスライド可能に連結される。中
間部材と伸縮部材はともに静止部材に対して入れ子式にはまり込む。さらに、伸縮部材は
中間部材に対してはまり込むことができる。一般的にスライドの静止部材は、収納棚に連
結され、伸縮部材は引き出しの側に連結される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　多くの引き出しはそれらが閉じられた後に開いてしまうという問題をかかえている。こ
れとは別に、引き出しを閉じるために押したとき、十分な力で押されないために、あるい
は必要以上に強く押された結果、引き出しが収納棚に荒っぽく閉められて再び開いてしま
うために、時々完全に閉まらないという問題もある。また、別の問題として、引き出しが
容易に開かないという問題もある。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　このため、スライドが完全に閉じたときにスライドを閉鎖位置に保ち、また、スライド
が戻り行程の終点に接近したときにスライドの自動閉鎖動作を助ける、スライドの使用の
ためのメカニズムが望まれている。同様に、このようなスライドの自動開放動作を助ける
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、スライドの使用のためのメカニズムも望まれている。
【０００４】
　自動性メカニズムと、前記自動性メカニズムを組み込んだスライドと、スライドを自己
移動させる方法が供給される。一つの実施態様例では、自動性メカニズムは細長いハウジ
ングを有している。ハウジングには第一の長手部分と第二の横の部分とを有する案内用の
溝が形成されている。作動装置をもつスライダが前記案内用の溝に案内されて、ハウジン
グに沿ってスライドする。実施形態の一例では、スライダがハウジングに沿ってスライド
するため、作動装置は案内用の溝の長手の部分に沿って案内される。スライダは案内用の
溝の横の部分に入るために、作動装置が案内用の溝の横の部分に入るように回転する。作
動装置は、他のスライド部材とスライド可能に連結された伸長可能なスライド部材と連結
されたセッタとかみ合う。一つの実施態様例では、スライダはハウジングとバネで連結さ
れる。他の実施態様例では、スライダは前記メカニズムが取付けられたスライド部材にバ
ネで連結されてもよい。
【０００５】
　他の実施態様例では、自動性スライドは、第一のスライド部材を有しており、第一のス
ライド部材にスライド可能に結合された第二のスライド部材と、第二のスライド部材に組
立てられた自動性メカニズムとを備える。一つの実施態様例では、自動性メカニズムは、
溝と、少なくとも１つの円筒形状の部分をもつ内面と、を有するハウジングを含む。当該
実施態様例は、少なくとも大部分の円筒部と、本体から延びており、第一のスライド部材
を駆動するために第一のスライド部材の溝を貫いて結合する突起部と、を外面にもつ本体
を有するスライダをも含む。一つの実施態様例では、スライダを駆動するために、スライ
ダ及びハウジングに結合されている。さらなる実施態様例では、前記溝は、第一の部分と
第二の部分とを含み、第二の部分が第一の部分よりも幅広で、第一の部分に隣接する第二
の部分によって段付き部ができている。他の実施態様例では、スライダの突起が第二の部
分の溝にあるとき、段付き部をスライドして越えるように、スライダはハウジングに対し
て回転する。さらに別の実施態様例では、スライダの突起が前記段付き部を越えるとき、
段付き部に対して突起を押すようにバネが力を発生させる。
【０００６】
　さらに別の実施態様例では、バネはスライダを駆動するために、スライダとハウジング
に結合されている。該バネは、第一の端部に隣接して第一のネック部位を有する。第一の
ネック部位の直径は、バネの第一の端部の直径よりも小さい。ハウジングもまたハウジン
グの第一の端部にノッチを有する。バネの第一の端部の直径は前記ノッチの幅より大きく
、第一のネック部位は前記ノッチ内に固定される。他の実施態様例では、バネは第一の端
部の反対側のバネの第二の端部に隣接して第二のネック部位を含み、そこでバネの第二の
端部は本体に結合され、第二のネック部位はハウジングの内面から伸びている壁に形成さ
れる第二のノッチ内に固定される。バネはスライダを前記壁に押し付ける力も発生させる
。さらに別の実施態様例では、バネの第二の端部はスライダ本体に形成された溝に固定さ
れる。該溝はバネの第二の端部に提供される幅広の部分と、その幅広の部分から伸びる第
二のネック部位の部分に提供される幅狭の部分とを含む。スライダ本体に形成された前記
溝は、バネの第二の端部を本体に対して軸方向に保持する。
【０００７】
　さらに別の実施態様例では、自動性スライドは第一のスライド部材から伸びるセッタを
も含む。該セッタは可撓部分を含むことができる。スライダの突起は、セッタと協力して
、第二のスライド部材に対して第一のスライド部材を駆動するために、セッタを第一のス
ライド部材に結合する。スライダは第一のスライド部材から切り離され、そして、第一の
スライド部材に結合される。
【０００８】
　一つの実施態様例では、ハウジングは大部分が円筒形の断面形状を有する外面を含み、
前記円筒断面の外面を貫いてハウジングの溝が形成されており、該溝の中ではセッタが大
部分円筒断面形状の表面からなっており、該セッタの表面は大部分円筒形状のハウジング
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外面を覆う態様でスライドする。前記セッタはスライダの突起を受ける溝を含んでいても
よい。前記溝は第１及び第二の溝の縁の間に形成される。スライダの突起はハウジングの
溝の第一の部分にある第一の位置と、ハウジングの溝の第二の部分にある第二の位置との
間をスライドすることができる。第一のスライド部材が第二のスライド部材に対して伸ば
されるとき、セッタはバネの発生する力に逆らってスライダの突起を第二の位置にスライ
ドさせ、セッタの第一の縁はスライダの突起を溝の段付き部を越えて回転させ、バネの力
により突起は溝の段付き部に係合する。第一のスライド部材を第二のスライド部材に対し
て縮めるときは、セッタの第二の縁がスライダの突起に係合して、バネの力によりハウジ
ングの溝に沿ってスライダを第一の位置に向けてスライドさせる位置にスライダを回転さ
せる。
【０００９】
　一つの実施態様例では、ハウジングはプラスチックで形成される。ハウジングは、ハウ
ジングの切り欠きに隣接する部分の可撓性を増すために、ハウジングの溝の第二の部分の
反対側にあるハウジングの溝の第一の部分の端部に隣接してハウジングを貫いて形成され
た切り欠きを含むことができる。一つの実施態様例では、前記セッタは、スライダの突起
がセッタと再び係合するように、スライダを回転させ、ハウジングの切り欠きに隣接した
部分にスライダの突起を係合させて曲げる。これは第一のスライド部材が第二のスライド
部材に対して縮められたときに起こり、この場合、スライド部材の突起はセッタから開放
される。
【００１０】
　前記の実施態様例のいずれにおいても、前記スライダ本体は滑らかなスライド用のハウ
ジングの窪みを含む。この点で前記スライダ本体は自己潤滑であるといえる。
【００１１】
　更なる実施態様例では、前記ハウジングは傾斜した上面を含む。タブが第二のスライド
部材から伸び、ハウジングを第二のスライド部材の上に保持するためにハウジングの前記
傾斜した上面と係合する。
【００１２】
　他の実施態様例では、自動性スライドは、第一のスライド部材と、この第一のスライド
部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材と、前記第一のスライド部材から伸
びており、圧縮可能な部分を有するセッタとを含んで提供される。自動性メカニズムは第
二のスライド部材に組付けられる。自動性メカニズムは、溝を有するハウジングと、本体
と本体から伸びる突起とを有するスライダとを含む。前記突起は前記溝を貫いて前記第一
のスライド部材を駆動するために前記セッタと結合する。他の実施態様例では、前記スラ
イダは第一のスライド部材を動かすために第一の位置から第二の位置まで移動する。前記
スライダが第二の位置にあるとき、第一のスライド部材が第二のスライド部材に対して伸
びた位置から縮められると、前記突起がセッタの圧縮可能な部分を圧縮する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、スライドの使用のための自動性メカニズム、前記が組み込まれたスライド及
びスライドを自己移動させるための方法に関するものである。本発明の自動性メカニズム
の実施態様例は、スライドを開閉するためのスライドに結びついている。したがって、こ
のようなメカニズムを組み込んだスライドは、たとえば自動開放または自動閉鎖スライド
といった自動性スライドとなる。自動性スライドは、キャビネットに引き出しを結合する
ために、または、静止部材に例えばトレイのような他のどのような可動部材を結合するた
めに用いられてもよい。
【００１４】
　図１に示されるように、自動性メカニズム１０の一つの実施態様例は、細長いハウジン
グ１２を含んでいる。図２に示されるような一つの実施態様例では、ハウジング内面の長
手部分１４は丸くなっており、したがって、少なくともハウジング長の大部分を円筒表面
部分が占めている。一つの実施態様例では、円筒状の内面部分に対応するハウジングの外
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面も丸くなっており、内部の円筒面部分と組み合わせて円筒部１５を形成している。一つ
の実施態様例では、ハウジングは第一の横壁１６を有し、該横壁１６は大部分が垂直であ
って、そこから円筒部分１５が伸びており、該円筒部分１５からはハウジングの幅に沿っ
たハウジング高さを抑えるために傾けられた上部壁１８が伸びている（図３）。傾いた上
部壁から大部分が下向きに垂直な第二の横壁２０が伸びている。これに替わる実施態様例
では、第二の垂直壁の必要性を軽減するべく、上部壁１８が第一の横壁のベースと同じ水
準まで伸びていてもよい。他の実施態様例では、上部壁が傾いておらず、または反対方向
に傾けられていてもよい。
【００１５】
　ここで、「上」、「下」、「上方」、「下方」、「前」、「後」、「前方」、「後方」
及び「後部」といった用語は、要素の正確な位置を指定するのではなく、それらの要素の
間の相対的な位置を指定するために用いられていることを理解すべきである。例えば、あ
る条件下、一例としてその要素の形成される部分が上下入れ替わったときなど、において
は「下方の」要素が「上方の」要素の上に置かれるかもしれない。
【００１６】
　ハウジングは第二の端部２４の反対側に第一の端部２２を有している（図１，２，３及
び４）。ガイドの溝２６は、ハウジングのほぼ長手中間部の位置に隣接したハウジングの
円筒部を通って形成され、長手方向にハウジングの第一の端部２２に隣接した位置まで伸
びている（図１）。前記溝の幅は、ハウジングの第一の端部に隣接した前記溝の端部で広
がっている。ガイドの溝は、第一の長手方向部分２８と、第一の長手方向部分から横に伸
びる第二の横方向部分３０とを有する点に特徴がある。段付き部３２は前記第１及び第二
の部分の間に形成される。
【００１７】
　重量の増加を最小限にしつつハウジングの強度を増すために、ハウジングの長手方向軸
に対して横に伸びているハウジングの上部壁の外面に沿ってリブ３４を形成してもよい。
【００１８】
　本体３８と、本体から伸びるアクチュエータ４０と、を有するスライダ３６は、ガイド
の溝２６に沿って案内される（図１及び５）。さらに具体的にいえば、アクチュエータは
ガイドの溝に沿ってスライダを案内するために、ガイドの溝を貫いている。一つの実施態
様例では、スライダ本体３８は例えば図５に示されるように、円筒部分を有するかまたは
円筒形である。一つの実施態様例では、前記本体の円筒形の外面は、ハウジングの円筒形
の内面部分１４と補完的な関係にある。この点でスライダ本体は、例えば図６に示すよう
に、円筒形の内面に対して円筒部の長手方向中心軸の周りに回転できるだけでなく、ハウ
ジングの円筒形の内面部分に対してスライドすることもできる。スライダ本体の重量を軽
減するために窪み４２が形成されてもよい。窪み４２は潤滑油を貯蔵するための潤滑油タ
ンクを供給する役目を果たしても良い。この点で、前記本体は作動する間、自己潤滑を行
って、本体とハウジングの寿命を延ばすことができる。スライダ本体３８の一つの端部４
３に隣接して、広幅部４６から狭幅部４８まで段をつけられて、スライダ本体の前記端部
４３の方に伸びるノッチ４４が形成されている。このため、段付き部４７が２つのノッチ
幅の部分の中間に形成される。
【００１９】
　一つの実施態様例では、前記アクチュエータは第二の丸みを帯びた端部５２の向かい側
に第一の丸みを帯びた端部５０を有する突起４０である。２つの丸みを帯びた端部は２つ
の側面５４によって相互に連結される。一つの実施態様例では、２つの丸みを帯びた端部
は、半円筒形であって、第二の丸みを帯びた端部５２の直径は第一の丸みを帯びた端部５
０の直径より大きい。一つの実施態様例では、前記アクチュエータはノッチ４４を含まな
いスライダの端部５６に近い側に配設される（図５）。さらに、一つの実施態様例では、
大きい径の丸みを帯びた端部５２は、小さい径の丸みを帯びた端部５０よりも切り欠き端
部４３のより近くに配設される。他の実施態様例では、前記アクチュエータは、例えば円
筒形状のような、様々の他の種類の形状を有するどのような形式の突起であってもよい。
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【００２０】
　一つの実施態様例では、ノッチ５８は、例えば図２，４及び６に示されるように、ハウ
ジング端部の壁の第二の端部２４に形成される。リブ６０は、ハウジングの長手軸方向に
横切って伸びるハウジングの内面であって、案内用の溝を横切る部分の反対側の、案内用
の溝２６の第一の長手方向部分２８の端部６２に隣接して形成される。ノッチ６４はリブ
６０を通して形成される。バネ６６は、その直径がバネの両端部の隣接部６８で細くなり
、バネの両端部７０で再び太くなり、スライダ３６とハウジングの第二の端面２４とに結
合される（図６及び７）。特に、ネック部分７２、７４は、バネの両端部においてバネの
直径が減少しているのが特徴である。
【００２１】
　バネの第一の端部７４は、大径の端部７０がスライダ本体に形成されたノッチの広幅の
部分４６の中に受け入れられ、ネック７２を形成する小径部分がノッチ４４の狭幅の部分
４８の中に受け入れられることで、スライダのノッチ４４に受け入れられる。この点で、
スライダ本体に形成されたノッチの２つの幅の部分の間に形成された段付き部４７は、ス
ライダのノッチ４４から軸方向に引き出されるバネの端部７０を軸方向に保持する。バネ
の他方のネック７２は、ハウジングの第二の端部２４に形成されたノッチ５８の中に配設
される。この点で、バネの他方の端部７０は端部の壁２４により軸方向に保持される。
【００２２】
　スライダがバネと共にハウジング内に固定されるとき、スライダはハウジングに形成さ
れた案内用の溝２６を貫くアクチュエータ４０や、リブのノッチ６４を通って伸びるバネ
と共に、ハウジング内のリブ６０の横の、ハウジングの第一の端部２２に最も近い方に配
設される。バネの他方の端部がハウジングの第二の端部２４に保持されているため、一つ
の実施態様例では、緊張した（例えば引張の）バネだが、バネは少なくともわずかに引き
伸ばされ、スライダをリブの方向へ促す力を発生させている。この点で、前記スライダは
バネが発生する力によってハウジング内に保持される。一つの実施態様例では、バネがス
ライダのノッチ内に固定されるとき、バネの長手方向中心軸は、円筒形状のスライダ本体
３８の長手方向中心軸と一直線上にあるか、又はほぼ一直線上にある。
【００２３】
　他の実施態様例では、引張りバネの替わりに圧縮バネが用いられてもよい。そのような
実施形態では、スライダと繋がっていないバネの端部はハウジングの第一の端部２２と結
合される。他の実施態様例では、バネは、例えばハウジング内に形成された切り欠きリブ
のような、ハウジングの他の部分に結合されてもよい。さらなる実施態様例では、バネを
スライダ及び／又はハウジングと結合するために他の手段が用いられてもよい。例えば、
バネがスライダ及び／又はハウジングと留め具を用いて固定されてもよい。
【００２４】
　一つの実施態様例では、溝７１は、バネによってリブ６０の方へスライダが促されると
きアクチュエータに隣接して、大部分が垂直なハウジングの第一の側壁１６に形成される
。この点で、大部分が垂直な第一の壁１６の、案内用の溝と前記溝７１との間の部分７３
の垂直厚さは減少している。このため、第一の壁の前記部分７３の可撓性は増大している
。一つの実施態様例では、前記溝は平面図において、三角形の真上に頂点７５を有する三
角形とともに長方形を備えた複合形状を有し、スライダがリブ６０の方へ促されたときの
アクチュエータ４０と平行に配設される。この点で、スライダがリブ６０の方へ促された
とき、第一の垂直壁のより薄く、より撓みやすい部分７３がアクチュエータに隣接する。
他の実施態様例では、前記溝７１は、第一の側壁１６の下部の基礎部分まで伸びた切り通
しで形成されてもよい。
【００２５】
　本発明の自動性メカニズムは、異なる形式のスライドに組み付けられてもよい。分かり
やすく図解する目的で、本発明の自動性メカニズムは、下部取りつけ式スライドを自動閉
鎖するための自動閉鎖メカニズムとして機能するために、下部取りつけ式スライドに組み
つけられるように描かれている。図８に、典型的な下部取りつけ式スライドをそれに組み
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付けられる典型的なメカニズムと共に示す。図の下部取りつけ式スライド８０は、収納棚
や他の静止構造物（図示せず）に組みつけられる静止部材８２を有する。中間スライド部
材８４は、静止部材８２にスライド可能に結合される。伸長可能なスライド部材８６は前
記中間部材にスライド可能に結合される。引き出しのような収納棚の可動部材は、前記伸
長可能な部材に、例えば伸長可能な部材の上面８８に組みつけられる。これに替わる実施
態様例では、前記スライドは、例えば静止部材に伸長可能な部材を直接スライド可能に結
合させて、２つのスライド部材を有するだけとすることができる。
【００２６】
　スライド部材はお互いにベアリング（図示せず）を用いてスライド可能に結合されても
よい。典型的には、収納棚に引き出し又は他の収納棚の部品を結合するために、引き出し
の各側面に１つ、計２つのスライドが用いられる。このような場合、自動性メカニズムは
、一方のスライドに組み付けられても、又は両方のスライドに組み付けられてもよい。
【００２７】
　自動閉鎖メカニズムとして機能するために、一つの実施態様例のメカニズムは、ハウジ
ングの第一の端部２２よりも、ハウジングの第二の端部２４の方にその後端部を近づけた
静止スライド部材８２に組みつけられる。前記の実施態様例では、前記メカニズムは静止
スライド部材の後端部に隣接して組み付けられる。他の実施態様例では、前記メカニズム
は静止スライド部材に沿ったどの位置に配設されてもよい。
【００２８】
　前記自動性メカニズムは種々の方法を用いて静止スライド部材に組み付けることが出来
る。一つの実施態様例では、大部分が垂直なハウジングの第一の壁１６の基盤部の下に脚
９０が伸びている。図示された実施態様例では、間隔を空けた３本の脚９０が、大部分が
垂直の第一の側壁１６の下端から伸びて形成される（図１～４及び６）。対応する開口９
２（図８）が、前記脚に場所を提供するために、静止スライド部材に形成される。一つの
実施態様例では、例えばランスタブ９４のようなタブが静止スライド部材８２に形成され
る（図９）。各ランスタブは、静止スライド部材８２の一部を上方に傾けて形成させても
よい。
【００２９】
　自動性メカニズムを静止部材に組み付けるために、ランスタブ９４がハウジングの位置
保持のために傾斜したハウジングの上部壁１８を越えて伸びるのに対して、ハウジングに
形成された脚９０は、静止スライド部材に形成された開口９２を貫いて配設される。実施
態様例のハウジングの外面に形成されたリブ３４は、ランスタブ９４に対するハウジング
の軸方向の動きを防止するための障壁をも提供する。他の実施態様例では、前記ハウジン
グはボルト締め、接着その他の方法で静止スライド部材に結合される。
【００３０】
　セッタ１００は伸長可能なスライド部材８６に組みつけられる。一つの実施態様例では
、前記セッタは、伸長可能なスライド部材に結合される大部分が垂直な部分１０２を備え
る。セッタは垂直部分から伸びる曲がった部分１０４をも含む。曲がった部分は、例えば
図８に示すように、ハウジングの円筒形状部１５の上を自身がスライドできるように構成
される。セッタはアクチュエータと係合可能である。セッタは、セッタが適切なときにア
クチュエータと係合できるように、静止部材の上の自動性メカニズムの位置によって決め
られる、伸長可能なスライド部材の位置に組み付けられる。ここで使われているように、
「セッタ」という用語は、広くアクチュエータに係合される構造物を意味する。
【００３１】
　一つの実施態様例では、セッタの垂直部分１０２は、例えば図１０及び１１に示すよう
に、そこから横に伸びる間隔をあけた２つの突起１０６を有する。前記突起は、例えば図
１１に示すように涙のしずくの形をしており、伸長可能なスライド部材８６に形成された
対応する開口１０８にパチンと音を立ててはめ込むことができ、それにより、セッタを伸
長可能なスライド部材に結合させる。他の実施態様例では、セッタは他の手段を用いて伸
長可能なスライド部材に結合されてもよい。例えば、セッタは伸長可能なスライド部材に
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ボルト締め又は接着されてもよい。他の実施態様例では、セッタは伸長可能な部材の一部
として形成されてもよいし、そして／又は、他の幾何学的形状を有してもよい。
【００３２】
　切り欠き１１０は、セッタの曲がった部分１０４に形成される。伸長可能なスライド部
材に組みつけられるとき、セッタの第一の側端部１１２は、セッタがハウジングの上にあ
るとき、ハウジングの第一の端部壁２２に面して配設される。セッタの第二の側端部１１
４は、例えば図１２に示すように、セッタがハウジングの上にあるときハウジングの第二
の端部２４に面する。切り欠き１１０は、セッタの第二の側端部の方の下方に広がってい
る。
【００３３】
　前記切り欠きは、セッタの第一の側端部１１２の近くに、セッタの第一の縁１１６を有
する。前記第一の縁は切り欠きの底部１１７に伸びる。セッタの曲がった部分１０４の下
端１１８から始まって、第一の縁１１６は、水平線１２４に対して第一の角度１２２で上
方に、そしてセッタの第一の側端部の方に伸びる第一の部分１２０を有する。前記縁の第
二の部分１２６は、水平線１２４に対して第一の角度１２２より大きい第二の角度１２８
で、第一の部分１２０から上方そしてセッタの第一の側端部の方に、切り欠きの底部１１
７に向かって伸びる。
【００３４】
　前記第一の縁と向かい合った切り欠きの第二の縁１３０は、切り欠きの底部１１７から
伸びており、セッタの第一の側端部１１２よりも第二の側端部１１４に近い。第二の縁は
下方そしてセッタの第二の側端部の方に伸びる。第二の縁はセッタの曲がった部分の底部
１１８よりも下方へ伸びることはない。一つの実施態様例では、第二の縁は第一の縁の約
半分の距離を伸びる。
【００３５】
　第三の縁１３２は、第二の縁から上方そしてセッタの第二の側端部の方に伸びる。第一
の縁の第一の部分と第二の部分との間、第一の縁の第二の部分と切り欠きの底部との間、
切り欠きの底部と第二の縁との間、第二の縁と第三の縁との間、第三の縁とセッタの第二
の側端部との間の共通部分１３４、１３６、１３８、１４０及び１４２は、それぞれ丸く
なっている。
【００３６】
　切り欠きの幅、例えば第１及び第二の縁間の距離は、例えば図１２に示すように、アク
チュエータ４０に場所を提供するのに十分な広さである。言い換えれば、第１及び第二の
縁間の距離は、セッタの長手方向軸に沿ったアクチュエータの寸法より大きくなければな
らない。
【００３７】
　自動閉鎖メカニズムとして機能するときであって、スライダがハウジング内のリブ６０
の方に促され、アクチュエータがセッタの切り欠き内にあるとき、スライドと取付けられ
た引き出しとは閉鎖位置にあるべきである。作動中、アクチュエータはセッタの曲がった
部分の切り欠き１１０内に固定される。引き出しが収納棚から引き出されるとき、それに
より伸長可能なスライド部材が伸び、切り欠きの第二の縁１３０がアクチュエータ４０に
力を加え、アクチュエータ及びスライダをハウジングの円筒形状の内面１４に沿った案内
用の溝の長手部分２８に沿ってスライドさせる。アクチュエータが案内用の溝の横の部分
３０に隣接した案内用の溝の端部に到達し、伸長可能な部材がなおも伸長し続けると、セ
ッタの第二の縁の角度により、アクチュエータがセッタの縁１３０と丸くなったコーナー
部１４０に乗り上げるように、第二の縁がアクチュエータに力を加える。この力により、
スライダはその中心の長手中心軸の周りにハウジングの円筒形状の内面に対して回転し、
アクチュエータは案内用の溝の横の部分３０に進入する。このポジションにあるとき、バ
ネは伸ばされて、アクチュエータを案内用の溝の長手及び横の部分の間に形成された段付
き部３２の方に促す力を生じる。バネの力によりアクチュエータは、例えば図１３に示す
ように、段付き部に「準備」ポジションで係合されて保持される。引き出しがさらに開か
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れると、セッタはアクチュエータを通り過ぎる。
【００３８】
　引き出しが閉鎖位置の方に動かされるとき、セッタの第一の縁１１６の第一の部分１２
０は、アクチュエータに係合し、アクチュエータに力を加え、ハウジングの円筒形状の内
面内で、前記横の部分から案内用の溝の長手部分の方向へ、スライダをその中心軸の周り
に回転させる。引き出しと、伸長可能なスライド部材及びセッタがさらに後方へ閉鎖位置
に向けて動くとき、アクチュエータはアクチュエータが案内用の溝の長手部分２８と一直
線状になるまで、ハウジングの円筒形状の内面の部分に沿って回転するように力を受け続
ける。この状態になると、アクチュエータ及びスライダは、バネの力で案内用の溝の端部
６２の方へ促される（図１）。このため、アクチュエータはセッタの切り欠きの第二の縁
１３０に力を加え、閉鎖位置へ向けてさらに縮めるために、セッタと伸長可能なスライド
部材及び引き出しをアクチュエータに付着させる。
【００３９】
　引き出しが開放位置にある間、例えば伸長可能なスライド部材が延ばされた位置にある
場合、そして、アクチュエータが段付き部３２から偶然「解除」状態になった場合、例え
ばセッタなしでスライダが案内用の溝に沿ってリブ６２の位置に移動した場合、アクチュ
エータはセッタと再び係合することができる。これは、引き出しと伸長可能なスライド部
材を縮められた閉鎖位置に向けて動かしたときに達成される。伸長可能なスライド部材が
縮められた閉鎖位置の方に動くとき、セッタの曲がった部分の第三の縁１３２は、アクチ
ュエータに係合し、アクチュエータに力を加え、アクチュエータをハウジングの円筒形状
の内面に対してハウジングの幅狭の垂直壁部分７３に向けて回転させる。このため、前記
幅狭の垂直壁部分は溝７１をつぶして曲がるため、アクチュエータはさらに回転すること
ができる。引き出しと伸長可能なスライド部材がさらに縮められた位置に動くとき、第三
の縁１３２と丸いコーナー部１４０はアクチュエータを通り過ぎる。このため、アクチュ
エータはスライダと共に、アクチュエータがセッタの曲がった部分に形成された切り欠き
１１０に係合する元の回転しないポジションまで回転し、幅狭の垂直壁部分７３は、曲げ
位置から元の位置に戻る。この状態になると、アクチュエータはセッタと再び係合する。
【００４０】
　他の実施態様例では、セッタ又は少なくともセッタの一部は、例えば切り欠き１１０に
近接した部分１３３のように可撓性材料で形成されてもよいし、他の方法で可撓性又は圧
縮性を持たせてもよい。この点で、アクチュエータが偶然段付き部３２から「解除」状態
となったとき、例えば、スライダがセッタなしで案内用の溝に沿ってリブ６２の方へ動い
たとき、アクチュエータはセッタと再び係合できる。これは、引き出しを動かして、伸長
可能なスライド部材とセッタとを縮められた位置に動かしたときに達成される。伸長可能
なスライド部材が縮められた閉鎖位置の方に動くと、セッタの曲がった部分の第三の縁１
３２はアクチュエータに係合する。アクチュエータはセッタに力を加え、セッタの部分１
３３は曲げられて、アクチュエータがセッタの切り欠き１１０に進入し、セッタと再び係
合する。
【００４１】
　本発明の自動性メカニズムは、静止スライド部材に対して前記メカニズムを逆に組み付
けることにより、自動開放メカニズムとして用いることもできる。さらなる実施態様例で
は、前記ハウジングが異なる外部形状を有してもよいし、さらに／又は前記セッタがアク
チュエータと適切なときに係合できるように異なる幾何的形状を有してもよい。
【００４２】
　さらなる実施態様例では、ハウジングに結合される替わりに、バネが直接、ハウジング
が組みつけられたスライド部材に結合されてもよい。前記ハウジング、アクチュエータを
伴う前記スライダ及び前記セッタは、例えば金属やプラスチックのような種々の材料で形
成することができる。一つの実施態様例では、ハウジングのいずれの又は全ての部分、ア
クチュエータを伴うスライダ及びセッタが酢酸塩の材料で形成される。他の実施態様例で
は、ハウジングのいずれの又は全ての部分、アクチュエータを伴うスライダ及びセッタが
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【００４３】
　さらに他の実施態様例では、前記自動性メカニズムは、例えば非静止スライド部材にス
ライド可能に結合された伸長可能なスライド部材を動かすための中間スライド部材のよう
な、非静止スライド部材に組み付けられてもよい。
【００４４】
　前記の記載は本発明の実施態様例を参照して示された。この発明に関連する技術におけ
る当業者は、記載された構造と動作の方法の代替及び変更は、この発明の主要な精神及び
範囲から少しも離れることなく実施できることを理解するであろう。したがって、上述の
記載は、記載され、添付された図面に示された正確な構造及び方法にのみ関連するものと
して読まれるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの斜視図である。
【図２】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの１つの実施態様例のハウジング
の下面図である。
【図３】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの対抗する端面図である。
【図４】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの対抗する端面図である。
【図５】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムに用いられる１つの実施態様例の
スライダの斜視図である。
【図６】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムのスライダの下面斜視図である。
【図７】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムに用いられる１つの実施態様例の
スライダとバネのアセンブリの斜視図である。
【図８】１つの実施態様例のアンダーマウントスライドに取り付けられた１つの実施態様
例の自動性メカニズムの後端面図である。
【図９】１つの実施態様例のアンダーマウントスライドに取り付けられた本発明の１つの
実施態様例の自動性メカニズムの上面斜視図である。
【図１０】本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの１つの実施態様例のアクチュ
エータと係合するために用いられる１つの実施態様例のセッタの側面図である。
【図１１】図１０に示される１つの実施態様例のセッタの端面図である。
【図１２】１つの実施態様例の自動性メカニズムのアクチュエータに係合する１つの実施
態様例のセッタを描いた本発明の１つの実施態様例の自動性メカニズムの斜視図である。
【図１３】アクチュエータが「準備」ポジションにある１つの実施態様例の自動性メカニ
ズムの斜視図である。
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【手続補正書】
【提出日】平成19年5月8日(2007.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝と、少なくとも円筒形状の部位をもつ部分を有する内面と、を含むハウジングと、
　　少なくとも大部分が円筒形状の部位を含む外面を有する本体と、前記本体から伸びる
突起と、を有するスライダであって、前記突起は前記溝を貫いており、前記スライダ本体
の円筒形状の部位は前記ハウジングの内面の円筒形状の部位に沿ってスライドし、前記ス
ライダの突起は第一のスライド部材を動かすために第一のスライド部材に結合する、スラ
イダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
を含む、自動性スライド。
【請求項２】
　該自動性スライドにおいて、前記溝が第一の部分及び第二の部分を含み、前記第二の部
分は前記第一の部分より幅広であり、第一の部分に近接する第二の部分に段付き部が形成
され、該自動性スライドにおいて、前記スライダが前記ハウジングに対して回転し、スラ
イダの突起が溝の第二の部分にあるとき該突起が段付き部を越えてスライドし、前記自動
性スライドは、さらに、前記スライダに結合されるバネを含み、該自動性スライドにおい
て、スライダの突起が段付き部を越えるとき、前記バネが前記突起を前記段付き部に促す
力を発生させる、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項３】
　さらに、スライダを動かすために、スライダ及びハウジングに結合されたバネを含み、
該自動性スライドにおいて、前記バネは、前記バネの第一の端部に隣接した第一のネック
部分を含み、前記第一のネック部分の直径は前記バネの第一の端部の直径よりも小さく、
前記ハウジングは前記ハウジングの第一の端部にノッチを含み、前記バネの第一の端部の
直径は前記ノッチの幅よりも大きく、前記第一のネック部分は前記ノッチ内に固定され、
該自動性スライドにおいて、前記バネは、前記バネの第一の端部に対向する第二の端部に
隣接した、第二のネック部分を含み、前記第二の端部は前記本体に結合し、前記第二のネ
ック部分は、前記ハウジングの内面から伸びる壁に形成される第二のノッチ内に固定され
る、請求項１に記載の自動性スライド。
【請求項４】
　該自動性スライドにおいて、前記第二の端部は前記スライダ本体に形成された溝内に固
定され、前記スライダ本体に形成された前記溝は、前記バネの前記第二の部分に対応する
幅広の部分と、前記第二のネック部分に対応する前期幅広の部分から伸びる幅狭の部分と
を含み、前記スライダ本体に形成された前記溝は、前記バネの前記第二の端部を前記本体
に対して軸方向に保持する、請求項３に記載の自動性スライド。
【請求項５】
　さらに、前記第一のスライド部材から伸びるセッタを含み、該自動性スライドにおいて
、前記スライダの突起は、前記第一のスライド部材を前記第二のスライド部材に対して動
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かすために、前記第一のスライド部材に結合するための前記セッタに係合する、請求項１
ないし４のいずれか１項に記載の自動性スライド。
【請求項６】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングは大部分が円筒形状の部位を有する外面を
含み、前記ハウジングの溝は前記外面の円筒形状の部位を通して形成されており、前記セ
ッタは大部分が円筒形状の部位を有する面を含み、前記セッタの円筒形状の部位の面は、
大部分が円筒形状の部位を有する前記ハウジングの外面を越えてスライドする、請求項５
に記載の自動性スライド。
【請求項７】
　さらに、前記セッタと係合するための前記スライダの突起を受け入れるために前記セッ
タを通して形成される溝を含む、請求項６に記載の自動性スライド。
【請求項８】
　該自動性スライドにおいて、前期スライダの突起は、前記ハウジングの溝の前記第一の
部分内の第一の位置と、前記ハウジングの溝の前記第二の部分内の第二の位置との間をス
ライドし、前記セッタの溝は、第１及び第二のセッタの縁の間に形成され、前記第一のス
ライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸ばされるとき、前記セッタは前記バネに
よって発生した力に対抗して、前記スライダの突起を前記第二の位置にスライドさせ、前
記セッタの前記第一の縁は、前記スライダの突起を前記溝の段付き部を越えて回転させ、
前記バネの力により前記突起は前記溝の段付部に係合する、請求項７に記載の自動性スラ
イド。
【請求項９】
　該自動性スライドにおいて、前記第一のスライド部材を前記第二のスライド部材に対し
て縮めるとき、前期セッタの前記第二の縁は、前記スライダの突起に係合し、前記スライ
ダをある位置に回転させ、該位置において、前記バネの力が前記スライダを、前記ハウジ
ングの溝の前記第一の部分に沿って前記第一の位置にスライドさせ、前記第一の位置にス
ライドするとき、前記突起が前記セッタに前記第一のスライド部材を動かすための力を加
える、請求項７又は８に記載の自動性スライド。
【請求項１０】
　さらに、前記ハウジングの溝の第二の部分に対向する第一の部分の端部に隣接する、前
記ハウジングを通して形成される切り欠きを含み、該切り欠きに隣接した部分のハウジン
グの可撓性を増加させ、該自動性スライドにおいて、前記スライド部材の突起が前記セッ
タから外されて、前記第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して縮められた
とき、前記スライダの突起を前記セッタに再び係合させるために、前記セッタは、前記ス
ライダを回転させ、前記スライダの突起を前記切り欠きに隣接したハウジングの前記部分
に係合させて曲げる、請求項５ないし９のいずれか１項に記載の自動性スライド。
【請求項１１】
　該自動性スライドにおいて、前記ハウジングは傾斜した上面を含み、ランスタブは、前
記ハウジングを前記第二のスライド部材に保持するために、前記第二のスライド部材から
伸び、前記傾斜した上面に係合する、請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の自動性
スライド。
【請求項１２】
　該自動性スライドにおいて、前記本体は自己潤滑性を有する、請求項１ないし１１のい
ずれか１項に記載の自動性スライド。
【請求項１３】
　該自動性スライドにおいて、前記セッタは圧縮性を有する部分を含む、請求項１ないし
１２のいずれか１項に記載の自動性スライド。
【請求項１４】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
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第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝と、少なくとも円筒形状の部位をもつ部分を有する内面と、を含むハウジングと、
　　少なくとも大部分が円筒形状の部位を含む外面を有する本体と、前記本体から伸びる
突起と、を有するスライダであって、前記突起は前記溝を貫いており、前記スライダ本体
の円筒形状の部位は前記ハウジングの内面の円筒形状の部位に沿ってスライドし、前記溝
は第一の部分と第二の部分とを含み、前記第二の部分は前記第一の部分よりも幅広であり
、前記第一の部分に近接する前記第二の部分により段付き部が形成される、スライダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
　前記スライド部材から伸びたセッタであり、前記スライダの突起は、前記第二のスライ
ド部材に対して前記第一のスライド部材を動かすためのセッタに係合し、前記スライダの
突起は、前記ハウジングの溝の前記第一の部分内の第一の位置と、前記ハウジングの溝の
前記第二の部分内の第二の位置との間をスライドし、セッタの溝は前記セッタの第１及び
第二の縁の間に形成され、前記第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸
ばされるとき、前記バネが発生させる力に対抗して、前記セッタは前記スライダの突起を
前記第二の位置にスライドさせ、前記セッタの前記第一の縁は、前記スライダの突起を前
記溝の段付き部を越えて回転させ、前記バネの力により前記突起は前記溝の段付き部と係
合し、前記第二のスライド部材に対して前記第一のスライド部材が縮められるとき、前記
セッタの前記第二の縁は前記スライダの突起に係合し、前記スライダをある位置に回転さ
せ、該位置において前記バネの力により、前記スライダが前記ハウジングの溝の第一の部
分に沿って前記第一の位置にスライドし、前記第一の位置にスライドするとき、前記突起
は前記第一のスライド部材を動かすために前記セッタに力を加える、セッタと、
を含む、自動性スライド。
【請求項１５】
　自動性スライドであり、
　第一のスライド部材と、
　前記第一のスライド部材にスライド可能に結合される第二のスライド部材であり、前記
第一のスライド部材が前記第二のスライド部材に対して伸縮する、第二のスライド部材と
、
　前記第一のスライド部材から伸び、かつ、圧縮性を有する部分を含むセッタと、
　前記第二のスライド部材に結合される自動性メカニズムであり、該メカニズムが、
　　溝を含むハウジングと、
　　本体と、前記本体から伸びる突起とを有するスライダであって、前記突起は前記溝を
貫いており、前記スライダの突起は第一のスライド部材を動かすために上記セッタに結合
する、スライダと、
　を含む、自動性メカニズムと、
を含む、自動性スライド。
【請求項１６】
　該自動性スライドにおいて、前記スライダは、前記第一のスライド部材を動かすために
、第一の位置から第二の位置へ動き、前記スライダが第二の位置にあるとき、前記第一の
スライド部材が、前記第二のスライド部材に対して伸ばされた位置から縮められると、
前記突起は前記セッタの圧縮性を有する部分を圧縮する、請求項１５に記載の自動性スラ
イド。
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